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No.828 2022 年 12 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344
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　／修理」について紹介します。
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学
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学童指導員募集
（会計年度任用職員）
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　受験生チャレンジ
支援貸付事業

　東京都では、一定所得以下の世帯の子どもを

対象に、「受験生チャレンジ支援貸付事業」を
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世帯の子どもの教育機会の確保を図る事業です。
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　　　　　社会福祉協議会　☎８３－３８５５

筋力向上トレーニング講習会
〔日時〕　カレンダー参照（２時間程度）

〔参加資格〕　町内在住・在勤の４０歳以上の方

〔会場〕　福祉会館 機能訓練室

〔持ち物〕　動きやすい服装、運動用上履き、

　　　　　タオル、飲み物（水分補給用）

　この講習会を受講後、受講者を含むグループ

登録をすることで、福祉会館の機能訓練室を利

用することができます。

※申し込み、問い合わせは、
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12

１
　
３

　
５

　
　
８

　
10

　
　
13

15
　
　
18

20
　
　
23

25
　
　
28

30
　
　
33

35
　
　
38

40
　
　
43

45
　
　
48

50
　
　
53

55
　
　
58

60

62

No.828 令和 4年 12 月 5 日広 報 お く た ま
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　ご家庭での防災備蓄は十分ですか？
～１週間分の備蓄があると安心です～

　左記のＱＲコードは、東京都総務局総合防災

部が運営するサイトです。あなたのご家庭にあ

わせた備蓄品を調べられたり、備蓄に役立つ記

事が掲載されていますので、ぜひご覧ください。

※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４９

カ
ッ
ト

　これから、本格的に寒い季節を迎えます。気象庁は、この冬、関東甲信地方は平年よりも気温が低く

なると予報しており、それに伴い、降雪量が平年以上となることも考えられます。町では、平成２６年２

月の大雪災害が記憶に新しいところですが、大雪の際は、地域の孤立化や交通のマヒ、停電などの被害

が発生する恐れがあります。地震や風水害についても同様ですが、復旧に長期間がかかる場合に備え、

各ご家庭において、食料や水、日用品その他の生活必需品など、日頃から備蓄しておくことが大切です。

【備蓄の量】

　大規模災害の際、外部から本格的な支援が始まるのは最短でも４日目以降であり、最低でも３日分の

備蓄が必要と言われています。ただ、奥多摩町の場合、地理的な特性から、他市町村と比べて孤立化の

可能性が高いため、町では、町内すべてのご家庭に１週間分の備蓄を推奨しています。

【備蓄するもの】

●個別用品

　　支援物資として手に入りにくいが、その家庭にとっては絶対に必要なもの

　　・メガネ、歩行補助具、補聴器、在宅医療機器のバッテリーなど、なければ命に関わるものや、

　　　なければ生活できないもの

　　・常備薬、お薬手帳、歯磨き、入れ歯ケアグッズなど、薬や口腔ケア用品

　　・おむつ、液体ミルク、介護用品、ペットフードなど、乳幼児・介護・ペット用品

●インフラ代替品

　　電気、ガス、水道、トイレの停止に備えた代替手段の準備

　　・カセットコンロ、カセットボンベなど、温かい食事の調理や熱源に活用できるもの

　　・乾電池、ポータブル電源、モバイルバッテリー、ランタンなど、電源・光源となるもの

　　・簡易トイレ、ウェットティッシュ、ごみ袋など、トイレ・衛生用品

●生活物資

　　・飲料水（１人につき１日３リットル）

　　・食料品（１人１日３食）

　　・ティッシュ、トイレットペーパー、調理用消耗品など、生活用品

●感染症対策用品

　　・マスク、消毒液、除菌シート、抗原検査キット、解熱鎮痛剤など

【備蓄の方法】

　食料品や飲料水、消耗品の備蓄は、普段使っているものを多めに買っておき、使いな

がら備蓄する、日常備蓄（ローリングストック）がおすすめです。これにより、備蓄品に

一定の鮮度を保つことができ、また、備蓄品に慣れておくという点でも有効です。
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